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 要 旨   

 

背景： 

小地域分析（SSA）アプローチを使用し、メキシコの成人の非感染性疾患(NCD)死亡率に関連

する市町村レベルの要因を予測した。 

  

方法：  

2005 年から 2021 年までの国勢調査および社会人口統計、医療サービスへのアクセス、市町

村レベルの死亡率に関するデータを収集し、分析に用いた。負の二項回帰モデルを使用し、

NCD 死亡率の市町村予測因子を特定した。 

 

結果： 

全国の NCD 死亡予測値 (100,000 人あたり)は、2005 年は 210.7 (95%CI: 196.1–226.7)であ

ったが、2021 年は 322.4 (95%CI: 300.3–346.4)と増加した。NCD 死亡率の予測因子として

は、先住民族であること、貧困、メキシコ社会保障庁に所属していること、テレビのある世

帯、および超加工食品・アルコール・タバコ小売店の密集度が高いことであった。 

 

 

結論：  

超加工食品、アルコールおよびタバコ小売店の規制や社会的不平等を減らす取り組みなど、

NCD による死亡に関連する地域要因に焦点を当てた政策が必要と考えられた。 

  


